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 認定
 大塚隆之氏、綱川みね子氏を推薦

　

平
成　

年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
9
月
4
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催

30

14

11

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
、
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
の

報
告
を
受
け
、
同
意
案
件
を
採
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
第
3
日
目
、
4
日
目
に
行
わ
れ
、
6
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

第
4
日
目
に
平
成　

年
度
決
算
を
除
く
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

29

　

第
7
日
目
に
平
成　

年
度
の
決
算
に
つ
い
て
の
質
疑
を
行
っ
た
後
、
決
算
審
査
を
常
任
委
員
会

29

に
付
託
し
、
第
9
日
目
ま
で
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
平
成　

年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

29
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定 例 会 の

概 要

報報　

告告

補
正
予

補
正
予
算算

同同　

意意

□
芳
賀
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

平
成　

年
9
月　

日
を
も
っ
て

30

30

任
期
満
了
と
な
る
沼
能
寿
之
氏

を
引
き
続
き
最
適
任
者
と
し
て

任
命
す
る
こ
と
を
議
員
全
員
が

同
意
し
ま
し
た
。

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
を
も
っ

30

12

31

て
任
期
満
了
と
な
る
永
島
聡
氏

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業

公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会

社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

両
法
人
の
経
営
状
況
を
説
明

す
る
た
め
、
平
成　

年
度
の
事

29

業
実
績
及
び
決
算
を
報
告
す
る

も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、

岩
村
治
雄
議
員
、
北
條
勲
議
員

□
平
成　

年
度
健
全
化
判
断
比

29

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

条
例
改

条
例
改
正正

□
芳
賀
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
厚

生
労
働
省
令
）
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。
主
な
改
正
点
は
、

「
連
携
施
設
確
保
の
例
外
規
定
」

及
び
「
食
事
の
提
供
の
特
例
規

定
」
の
追
加
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

契契　

約約

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
芳
賀
変
電
所
新
築
工
事
）

○
契
約
金
額

　

1
億　

万
2
千
円

87

○
契
約
相
手
方

　

宇
都
宮
市
御
幸
ケ
原
町
1
0

8
番
地
3

　

ミ
ユ
キ
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

中
島
理

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、

小
林
俊
夫
議
員
、
北
條
勲
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

30

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

▲沼能寿之氏

の
後
任
に
大
塚
隆
之
氏
（
稲
毛

田
）
を
、
増
渕
佳
子
氏
の
後
任

に
綱
川
み
ね
子
氏
（
東
高
橋
）

を
最
適
任
者
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
を
議
員
全
員
が
同
意
し
ま

し
た
。

▲大塚隆之氏

平
成　

年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

30

▲綱川みね子氏

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報

告
す
る
も
の
。

（
質
疑
な
し
）
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平成29年度決算を  
教育委員会委員に沼能寿之氏を任命・人権擁護委員に　

平成29年度各会計決算の状況

　

総
額
に
9
0
8
5
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を　

億
6
9

75

0
0
万
1
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、
大

根
田
周
平
議
員
、
杉
田
貞
一
郎

議
員
、
北
條
勲
議
員
、
岩
村
治

雄
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
国
民
健

30

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

総
額
に
2
7
0
1
万
4
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
19

5
0
1
万
4
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
後
期
高

30

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

　

総
額
に　

万
6
千
円
を
追
加

75

し
、
予
算
総
額
を
1
億
6
1
7

5
万
6
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
介
護
保

30

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
3

5
0
6
万
7
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を　

億
1
3
5
4
万

15

3
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

歳入
76億

5,609万円

歳出
71億

6,870万円

町税 60.5％

46億3,222万円

町税 60.5％

46億3,222万円

民生費 28.5％

20億4,434万円

民生費 28.5％

20億4,434万円

総務費 16.9％

12億1,438万円

総務費 16.9％

12億1,438万円

国・県支出金
16.5％

12億6,501万円

税交付金 

7.4％
5億6,262万円

繰越金 6.2％

4億7,846万円

土木費 13.3％

9億5,357万円

教育費 12.4％

8億8,816万円

農林水産業費
8.1％

5億7,803万円

衛生費 6.3％

4億5,517万円

公債費 6.0％

4億2,954万円

その他 8.5％

6億547万円

繰入金 3.4％

2億6,054万円

諸収入 3.4％

2億6,021万円

地方贈与税 1.8％

1億3,493万円

地方交付税 0.4％

3,307万円

町債 0.4％

2,900万円

認認　

定定

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

29

計
、
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
芳
賀
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
芳

賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
、
芳
賀
町
介

護
保
険
特
別
会
計
、
芳
賀
町

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

芳
賀
町
祖
母
井
南
部
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
、
芳

賀
町
宅
地
造
成
事
業
特
別
会

計
及
び
芳
賀
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
は
、
第
6
次
芳

29

賀
町
振
興
計
画
の
2
年
目
で
し

た
。
町
で
は
、
「
躍
動
す
る
芳

賀
の
町　

未
来
に
つ
な
げ
よ

う
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
便
利

を
つ
な
げ
る
」「
教
育
を
つ
な
げ

る
」
「
話
題
を
つ
な
げ
る
」
「
笑

顔
を
つ
な
げ
る
」「
地
域
を
つ
な

げ
る
」
の
5
つ
の
分
野
に
分
け

ら
れ
た
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

歳出歳入会計別

71億6,870万4千円76億5,609万4千円一般会計

21億3,088万7千円22億7,728万4千円国民健康保険特別会計

1億8,499万2千円1億9,641万8千円農業集落排水事業特別会計

4,838万3千円5,161万7千円工業団地排水処理センター特別会計

14億1,583万2千円14億6,456万5千円保険事業勘定介護保険

特別会計 558万8千円817万9千円介護サービス事業勘定

3億904万5千円3億2,370万7千円公共下水道事業特別会計

3,174万9千円3,251万7千円祖母井南部土地区画整理事業特別会計

2億5,557万3千円2億8,019万6千円宅地造成事業特別会計

1億4,741万1千円1億5,202万5千円後期高齢者医療特別会計

116億9,816万4千円124億4,260万2千円計

一般会計決算の状況
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本
町
の
財
政
は
、
比
較
的
健
全
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
各
種
事

業
等
歳
出
に
つ
い
て
も
、
計
数
的
な
過
誤
も
な
く
、
適
切
で
誠
実
に

執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
6
次
芳
賀
町
振
興
計
画
の
2

年
目
と
し
て
平
成　

年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
事
業
内
容
を
確

29

認
し
た
結
果
、
概
ね
計
画
ど
お
り
良
好
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
の
平
成　

年
度
単
年
度
財
政
力
指
数
は
1
・
0
2
6
、
健

29

全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
公
債
費
比
率
2
・
5
％
、
そ
の
他
の
判

断
比
率
は
該
当
な
し
。
資
金
不
足
比
率
も
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
自
主
財
源
比
率
は　

・
6
％
で
す
。

73

　

財
政
の
根
幹
を
な
す
町
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
約
4
4
4

9
万
円
増
の　

億
3
2
2
3
万
円
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

46

　

今
年
度
は
L
R
T
事
業
の
着
工
、
祖
陽
が
丘
の
整
備
分
譲
、
ま

た
、
来
年
度
以
降
に
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
2
地
区
が
控
え
て
お

▲樋田貞夫代表監査委員▲水沼孝夫監査委員

り
、
財
源
の
確
保
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
人
口
減
少
社
会
の
進
展
や
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

も
対
応
で
き
る
財
政
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

生
活
基
盤
と
な
る
道
路
・
橋
り
ょ
う
や
老
朽
化
し
た
各
施
設
の
更
新
整
備
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
財
政
運
営

に
よ
り
推
進
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

借
入
金
で
あ
る
地
方
債
の
残
高
は
、
一
般
会
計
と
4
つ
の
特
別
会
計
で
、
約　

億
4
7
5
5
万
円
で
、

51

年
々
計
画
的
な
減
少
が
見
ら
れ
、
執
行
部
の
運
営
の
姿
勢
と
努
力
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き

長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
健
全
な
運
営
に
併
せ
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
財
政
の
拡
大
に
つ
な
が

る
必
要
な
投
資
は
積
極
的
に
実
施
し
、
後
世
へ
の
負
担
軽
減
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
執
行
も
健
全
財
政
を
堅
持
さ
れ
た
町
政
経
営
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

29

引
き
続
き
平
成　

年
度
も
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
わ
け

30

で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
引
き
続
き
新
た
な
財
源
確
保
の
施
策
を
講
じ
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

監
査
委
員
意
見

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

平成29年度末の町債（借入金）と基金（貯金）の状況（一般会計分）

町民一人あたり※金額項目

約14万円22億594万4千円町債残高

約15万4千円24億2,167万2千円基金残高

教育をつなげる

英語力向上推進費

決算額：1,881万円

話題をつなげる

道の駅直売所の精米機・保冷庫購入

決算額：788万円

笑顔をつなげる

介護保険地域支援事業

決算額：4,642万円

地域をつなげる

消防団詰所改修工事

決算額：638万円

※平成30年3月31日の人口15,736人で算出。

　千円未満は四捨五入。

5つの
「つなげる」の
主な事業

Hello!Hello!

便利をつなげる

祖陽が丘宅地造成事業

決算額：2億5,540万円

平成29年度に実施した
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大
根
田
弘　

議
員

公
金
の
運
用
利
子
が
平

成　

年
度
は
ゼ
ロ
だ
が
、

29

そ
の
理
由
は
。

会
計
課
長　

万
が
一
、

金
融
機
関
が
破
綻
し
た

場
合
を
想
定
し
、
ペ
イ
オ
フ

対
策
と
し
て
公
金
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
普
通
預

金
を
全
額
預
金
保
険
制
度
の

保
護
対
象
預
金
と
な
る
決
済

用
預
金
に
平
成　

年
3
月
に

29

切
り
替
え
た
た
め
で
す
。

水
沼
孝
夫　

議
員

対
前
年
度
比
で
投
資
的

経
費
が　

・
6
％
減
に

38

な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
に

つ
い
て
問
う
。

企
画
課
長　

平
成　

年
28

度
に
実
施
し
た
大
型
の

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
と
、

緊
急
的
な
故
障
や
建
物
の
修

繕
等
、
突
発
的
な
も
の
が
少

な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

平平平平平平平平平平 成成成成成成成成成成 22222222229999999999年年年年年年年年年年 度度度度度度度度度度 決決決決決決決決決決 算算算算算算算算算算平 成 29年 度 決 算 ののののののののののの

主主主主主主主主主主 なななななななななな 質質質質質質質質質質主 な 質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑

増
渕
さ
つ
き　

議
員

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
回
収

処
理
事
業
で
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ

量
と
再
資
源
化
量
で
差
が
あ

る
が
こ
の
理
由
に
つ
い
て
問

う
。

環
境
対
策
課
長　

リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
ん
だ
中
で
汚
れ
て
い
る

も
の
等
、
再
資
源
化
に
適
さ

な
い
も
の
は
焼
却
処
分
し
て

い
る
た
め
差
が
生
じ
ま
す
。

焼
却
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

回
収
処
理
委
託
契
約
に
含
ま

れ
て
い
る
の
で
新
た
な
費
用

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

杉
田
貞
一
郎　

議
員

有
価
証
券
を
6
株
所
有

し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
の
も
の
の
配
当
金
が
な
い
。

今
後
株
券
の
利
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
問

う
。

企
画
課
長　

配
当
金
目

的
で
は
な
く
、
事
業
の

連
携
や
第
3
セ
ク
タ
ー
等
で

の
株
式
取
得
で
あ
り
、
財
源

の
一
部
を
補
う
、
増
や
す
等

の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
根
田
周
平　

議
員

芳
賀
遊
水
地
基
本
設
計

業
務
委
託
1
5
1
万
2

千
円
の
具
体
的
な
内
容
、
構

想
等
に
つ
い
て
問
う
。

都
市
計
画
課
長　

委
託

の
内
容
は
、
整
備
計
画

案
の
検
討
、
そ
れ
に
伴
う
図

面
の
作
成
等
で
す
。
構
想
に

つ
い
て
は
、
五
行
川
東
側
の

東
端
に
広
場
を
確
保
し
、
子

ど
も
が
遊
べ
る
よ
う
な
せ
せ

ら
ぎ
水
路
を
設
置
し
、
調
整

地
の
外
周
に
桜
堤
回
廊
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

岡
田
年
弘　

議
員

農
地
集
積
支
援
事
業
費

に
つ
い
て
の
実
績
は
。

農
政
課
長　

農
用
地
利

用
権
設
定
等
促
進
奨
励

金
（
町
単
独
事
業
）
、
農
地
中

間
管
理
事
業
交
付
金
（
国
庫

事
業
）
併
せ
て　

ヘ
ク
タ
ー

60

ル
の
農
地
を
集
積
し
て
い
ま

す
。
率
に
す
る
と　

・
5
％

64

で
県
内
2
位
で
す
。

岩
村
治
雄　

議
員

町
道
の
維
持
管
理
対
応

件
数
が
年
々
増
加
し
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
に
つ
い

て
問
う
。

建
設
課
長　

路
肩
の
草

刈
り
が
主
な
要
因
で
す
。

草
刈
り
は
地
元
の
方
に
お
願

い
を
し
て
い
る
訳
で
す
が
、

高
齢
化
等
に
よ
り
で
き
な
い

所
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
農
地
水
事
業
で
各

地
区
に
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
個
人
宅
の
木
の
枝
等
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

大
島
浩　

議
員

定
住
促
進
費
2
1
0
0

万
円
の
内
容
に
つ
い
て

問
う
。都

市
計
画
課
長　

平
成

　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

27

事
業
で
、
年
々
交
付
額
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
29

度
は
、
町
内
で
新
た
に
住
宅

を
購
入
し
た
世
帯
が　

件
、

11

町
外
か
ら
転
入
し
住
宅
を
購

入
し
た
世
帯
が　

件
、
家
賃

25

補
助
が
6
件
で
す
。

小
林
一
男　

議
員

町
税
の
収
入
未
済
に
つ

い
て
、
調
査
と
回
収
の

実
績
を
問
う
。

税
務
課
長　

預
金
や
保

険
等
に
対
す
る
調
査
を

7
4
2
人
に
実
施
し
ま
し
た
。

述
べ
件
数
は
1
万
1
2
9
7

件
で
す
。
回
収
額
は
、
約
1

3
3
7
万
円
で
す
。

小
林
俊
夫　

議
員

納
税
義
務
者
2
万
9
1

1
人
の
内
訳
は
。

税
務
課
長　

延
べ
の
件

数
で
す
。
割
合
は
町
内

　

・
4
％
、
町
外
6
・
6
％

93で
す
。

北
條
勲　

議
員

祖
母
井
保
育
園
運
営
費

の
委
託
料
で
3
3
7
万

2
千
円
の
不
用
額
が
出
た
理

由
を
問
う
。

こ
ど
も
育
成
課
長　

平

成　

年
度
か
ら
給
食
調

29

理
業
務
を
民
間
に
委
託
し
て

お
り
、
入
札
を
行
っ
た
結
果
、

見
積
額
よ
り
金
額
が
下
が
っ

た
た
め
で
す
。

問答

問答問答

問答問答

問答問答

問答問答

問答問答
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□
書
類
審
査
（
9
月　

日
）

11

　

総
務
課
、
企
画
課
、
税
務
課
、
会
計
課
、
議
会
事
務

局
、
監
査
委
員
事
務
局

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

　

消
防
セ
ン
タ
ー
第
2
分
団
第
4
部
（
改
修
）
、
八
ツ
木

の
丘
（
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
状
況
）

常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会
決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算
審審審審審審審審審審

常
任
委
員
会
決
算
審
査査査査査査査査査査査

　

総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
9
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
平
成　

年

10

12

29

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
の
書
類
審
査
と
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
は
、
9
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
意
見
を
付
し
て
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

14

総
務
常
任
委
員
会

□
書
類
審
査
（
9
月　

日
、　

日
）

10

11

　

住
民
課
、
環
境
対
策
課
、
健
康
増
進
課
、
福
祉
対
策

課
、
こ
ど
も
育
成
課
、
生
涯
学
習
課

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

　

町
民
会
館
、
総
合
情
報
館
分
館
、
廃
プ
ラ
処
理
工
場

（
ウ
ィ
ズ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）
）

□
書
類
審
査
（
9
月　

日
）

11

　

農
政
課
、
商
工
観
光
課
、
建
設
課
、
都
市
計
画
課

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

　

祖
陽
が
丘
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
（
廃
水
管
経
路
確
認
）
、

遊
水
地
、
道
の
駅
直
売
所

▲現地調査（祖陽が丘）

▲書類審査

▲現地調査（総合情報館分館）

▲書類審査

▲現地調査（八ッ木の丘）

▲書類審査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
町
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て
対
前
年
度
比
8
5
0
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
納
税
は
住
民
の
基
本
的
義
務
で
あ

り
、
決
算
審
査
意
見
に
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
納
税
の

公
平
負
担
の
原
則
か
ら
も
、
滞
納
者
に
対
す
る
時
効
前
の

速
や
か
な
対
応
策
を
講
じ
て
積
極
的
な
取
り
組
み
に
一
層

努
力
さ
れ
た
い
。

②
投
資
的
経
費
の
対
前
年
度
比
は
マ
イ
ナ
ス
4
億
円
を
超

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
投
資
的
経
費
は
町
の
将
来
に

わ
た
っ
て
の
発
展
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
安
全
安
心
の
要
で
も
あ
る
。
義
務
的
経

費
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、
先
を
見
据
え
た
投
資
的
事
業

へ
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
L
R
T
等
の
大
規
模
事
業
で
財

源
の
厳
し
さ
は
あ
る
が
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う

維
持
管
理
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
人
口
減
少
な
ど
に
伴

い
税
収
減
に
な
り
、
ま
す
ま

す
維
持
管
理
費
が
捻
出
で
き

な
い
。
年
度
後
半
に
お
い
て

も
補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
に

努
め
ら
れ
た
い
。

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
社
会
保
障
費
の
伸
び
が
財
政
上
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
医
療
や
介
護
に
係
る
費
用
が
増

加
し
て
町
の
財
政
を
今
後
著
し
く
逼
迫
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制
す
る
」
は
財
政

の
基
本
で
あ
る
。
健
康
長
寿
と
医
療
費
削
減
に
向
け
て
の

町
民
に
対
す
る
啓
発
と
意
識
改
革
を
促
す
と
と
も
に
、
担

当
部
課
の
事
業
計
画
を
再
検
証
し
、
2
0
2
5
年
問
題
を

視
野
に
入
れ
て
の
実
現
可
能
性
の
高
い
抜
本
的
な
中
長
期

的
医
療
費
適
正
化
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。

②
各
小
中
学
校
に
A
L
T
が
配
置
さ
れ
英
語
力
の
向
上
に

努
め
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
小
中
学
校
連
携
を
推
進
し
、

質
の
高
い
英
語
教
育
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

③
一
人
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
の
少
な
さ
及
び
資
源
ご
み

排
出
量
の
多
さ
と
も
に
県
内

上
位
ク
ラ
ス
に
あ
る
が
、
そ

れ
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
よ

り
一
層
の
啓
発
活
動
に
努
め
、

県
内
ト
ッ
プ
を
目
指
し
「
環

の
町
芳
賀
」
を
推
進
さ
れ
た

い
。

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
芳
賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン
タ
ー
は
建
設
さ
れ
て

　

年
経
過
。
芳
賀
温
泉
ロ
マ
ン
の
湯
も
オ
ー
プ
ン
し
て

30
　

年
が
経
過
し
た
。
町
道
等
を
含
め
こ
れ
ま
で
に
修
繕

23や
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
更
新
時

期
を
明
確
に
し
て
、
計
画
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

②
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査
は
平
成　

年
度
に

24

開
始
し
、
完
了
ま
で
に　

年
を
要
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

25

現
時
点
で
は
計
画
ど
お
り
進
捗
し
て
い
な
い
。
担
当
職

員
を
増
員
し
て
計
画
ど
お
り
推
進
さ
れ
た
い
。

③
入
札
、
現
場
状
況
に
合
わ
せ
た
施
工
方
法
等
の
見
直

し
に
よ
り
、
工
事
価
格
を
抑
え
、
費
用
対
効
果
を
高
め

繰
越
額
を
計
上
し
た
こ
と

は
高
く
評
価
で
き
る
。
今

後
と
も
歳
出
削
減
に
努
め

ら
れ
た
い
。

▲現地調査（道の駅直売所）

▲現地調査（食肉センター廃水管経路確認）

▲現地調査（廃プラ処理工場）

▲現地調査（廃プラ処理工場）

▲現地調査（八ッ木の丘）

▲現地調査（消防センター）

委

員

長

 

　

水
沼　

孝
夫

副
委
員
長　

岡
田　

年
弘

委　
　

員　

小
林　

隆
志

委　
　

員　

岩
村　

治
雄

委　
　

員　

増
渕
さ
つ
き

委

員

長

 

　

大
島　
　

浩

副
委
員
長　

大
根
田　

弘

委　
　

員　

石
川　
　

保

委　
　

員　

北
條　
　

勲

委

員

長

 

　

小
林　

信
二

副
委
員
長　

小
林　

俊
夫

委　
　

員　

杉
田
貞
一
郎

委　
　

員　

小
林　

一
男

委　
　

員　

大
根
田
周
平


